
キ
ー
ワ
ー
ド
‥
自
然
科
学
用
語
、
意
味
転
用
、
蘭
学
資
料
、
圧
力
、
結
晶
、
蒸
発
 
 

は
じ
め
に
 
 

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
中
・
後
期
（
十
八
世
紀
中
頃
－
十
九
世
紀
中
頃
）
、
 
 

西
洋
近
代
の
学
術
・
知
識
の
多
く
を
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
物
を
通
し
て
摂
取
・
 
 

吸
収
し
た
。
そ
れ
は
洋
学
の
中
心
が
英
学
に
移
行
す
る
幕
末
・
明
治
初
期
 
 

ま
で
続
い
た
。
分
野
は
、
医
学
、
薬
学
、
本
草
学
、
物
理
学
、
化
学
な
ど
 
 

の
自
然
科
学
を
は
じ
め
、
兵
学
、
地
理
、
歴
史
、
更
に
文
典
・
辞
書
の
語
 
 

学
関
係
な
ど
、
広
範
に
わ
た
る
。
 
 
 

蘭
学
者
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
翻
訳
や
著
述
の
際
に
、
お
お
む
ね
瀕
字
 
 

二
字
の
術
語
（
専
門
用
語
）
 
を
用
い
た
。
特
に
自
然
科
学
用
語
は
、
現
在
 
 

に
至
る
ま
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
先
に
 
 

挙
げ
た
分
野
の
基
本
的
な
術
語
の
相
当
数
が
、
当
時
既
に
形
成
さ
れ
た
と
 
 

い
え
る
。
 
 
 

自
然
科
学
上
の
漢
語
の
術
語
は
、
出
自
の
面
か
ら
は
、
蘭
学
苔
以
前
に
 
 

日
本
で
成
立
し
た
語
も
あ
る
が
、
前
・
後
期
漢
訳
洋
書
を
含
む
中
国
の
文
 
 

献
か
ら
得
た
も
の
と
、
蘭
学
者
の
創
意
工
夫
に
よ
る
も
の
と
に
大
別
さ
れ
 
 

自
然
科
学
用
語
の
意
味
転
用
 
 

1
蘭
学
者
の
造
語
の
中
か
ら
・
 
 

る
。
 
 
 

ま
た
、
内
容
の
面
か
ら
は
、
区
分
は
明
確
で
は
な
い
が
、
元
素
、
薬
品
、
 
 

物
質
、
器
具
、
内
的
な
身
体
部
位
、
病
気
な
ど
の
名
称
と
、
自
然
科
学
上
 
 

の
諸
般
の
現
象
、
性
状
、
変
化
 
（
反
応
・
動
き
）
、
作
用
な
ど
を
表
す
も
 
 

の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
 
 
 

い
っ
た
い
に
、
自
然
科
学
上
の
術
語
は
、
比
喩
的
な
派
生
・
転
義
に
 
 

よ
っ
て
、
特
に
人
間
活
動
の
諸
相
に
か
か
わ
る
一
般
用
語
と
し
て
の
意
味
 
 

を
併
せ
も
つ
こ
と
が
多
い
。
蘭
学
資
料
に
見
ら
れ
る
自
然
科
学
用
語
も
同
 
 

様
で
あ
る
。
一
例
で
あ
る
が
、
圧
力
、
鋭
角
、
結
晶
、
昇
華
、
焦
点
、
蒸
 
 

発
、
惰
性
、
抵
抗
、
燃
焼
、
発
酵
、
馬
力
、
反
響
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

は
、
蘭
学
者
の
創
案
に
よ
る
 
（
蘭
学
資
料
が
源
流
で
あ
る
）
 
可
能
性
を
も
 
 

つ
。
し
か
も
、
内
容
上
、
本
来
は
、
自
然
の
現
象
、
性
状
、
変
化
、
作
用
 
 

な
ど
を
表
す
語
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
圧
力
、
結
晶
、
蒸
発
の
三
語
を
対
象
 
 

と
し
、
主
に
、
 
 
 

・
蘭
学
資
料
の
具
体
的
用
例
 
 
 

・
比
喩
的
な
意
味
の
転
用
 
 
 

・
現
代
中
国
語
の
使
用
状
況
 
 

木
 
村
 
秀
 
次
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の
三
点
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

圧
 
力
 
 

「
圧
力
」
と
い
う
語
は
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
中
国
の
古
文
献
に
見
 
 

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
蘭
学
関
係
の
資
料
を
さ
か
の
ぽ
 
 

る
文
献
に
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
 
 

の
蘭
学
資
料
の
中
に
は
諸
所
に
散
見
さ
れ
る
。
最
初
に
「
圧
力
」
の
代
表
 
 

的
な
用
例
を
異
な
る
書
物
か
ら
時
代
順
に
列
挙
す
る
。
（
用
例
は
、
同
一
 
 

書
物
内
に
複
数
あ
る
場
合
、
内
容
の
と
ら
え
や
す
い
部
分
を
選
ぶ
こ
と
に
 
 

努
め
た
。
著
・
訳
者
、
刊
行
年
は
、
末
尾
の
「
資
料
・
参
考
文
献
」
を
参
 
 

微
ナ
レ
ハ
此
器
ヲ
庄
ス
コ
ト
少
ク
シ
テ
管
中
ノ
水
銀
降
り
、
‥
‥
 
 

照
。
な
お
、
以
下
、
引
用
文
中
の
漢
字
は
、
す
べ
て
現
代
通
行
の
字
体
に
 
 

改
め
た
。
）
 
 

1
 
潜
気
の
弾
力
、
其
庄
る
ゝ
の
力
に
勝
る
に
至
れ
ば
、
皮
費
屈
縮
す
。
 
 
 

矧
小
な
れ
ば
小
屈
し
、
圧
力
大
な
れ
ば
大
屈
す
。
（
「
暦
象
新
書
」
 
 

中
綿
下
巻
・
薄
気
）
 
 
 

2
 
滞
気
ノ
圧
力
ヲ
測
ル
ニ
験
気
器
ヲ
用
フ
。
深
気
軽
稀
ニ
シ
テ
圧
力
 
 

（
「
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
」
巻
九
・
元
素
三
）
 
 
 

3
 
水
ノ
物
顎
ヲ
溶
解
ス
ル
カ
ハ
大
気
ノ
圧
力
ニ
係
ル
気
圧
減
ズ
レ
バ
 
 

解
力
盛
ニ
、
気
圧
増
セ
バ
解
力
衰
フ
。
（
「
舎
密
閉
宗
」
内
・
草
子
 
 

五
十
五
章
）
 
 
 

4
 
大
気
の
風
刺
は
毎
方
寸
、
十
五
封
度
と
為
す
な
り
。
（
「
窮
理
通
」
 
 

巻
七
・
大
気
六
）
 
 
 

5
 
人
身
も
大
気
の
圧
力
の
為
に
諸
液
膨
張
せ
ず
、
其
巡
行
常
度
を
失
 
 
 

は
ず
、
蒸
発
気
過
多
な
ら
ず
。
（
「
気
海
観
瀾
広
義
」
巻
八
・
大
気
）
 
 
 

6
 
音
響
の
伝
達
、
其
の
響
体
の
大
小
、
大
泉
風
矧
の
強
弱
に
因
り
て
、
 
 
 

遅
速
大
小
の
差
有
り
。
（
「
理
学
提
要
」
巻
一
・
大
気
）
 
 
 

7
 
重
力
ノ
理
ハ
人
々
ノ
知
レ
ル
所
ニ
シ
テ
、
説
カ
ズ
シ
テ
自
ラ
明
ナ
 
 
 

お
 
 

リ
。
空
気
ノ
矧
ハ
之
ヲ
算
和
ス
ル
コ
ト
頗
ル
難
シ
。
（
「
海
上
砲
術
 
 
 

全
書
」
巻
十
七
・
弾
ノ
行
道
）
 
 

『
舎
密
閉
宗
』
に
お
け
る
原
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
は
、
d
r
亡
臣
品
で
、
 
 

『
和
蘭
字
費
』
に
「
押
シ
附
ル
事
」
と
あ
る
。
も
と
も
と
は
一
般
用
語
と
 
 

し
て
、
圧
迫
・
圧
制
の
意
味
を
も
ち
、
そ
れ
を
「
物
体
が
他
の
物
体
を
圧
 
 

す
力
」
と
い
う
術
語
（
専
門
用
語
）
 
に
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

訳
語
の
「
圧
力
」
は
、
用
例
1
『
暦
象
新
書
』
に
「
庄
る
ゝ
の
力
」
と
 
 

あ
り
、
2
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
に
「
庄
ス
コ
ト
」
と
あ
る
よ
う
に
、
 
 
 

和
語
の
「
圧
す
力
」
を
二
字
漢
語
（
字
音
語
）
 
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
1
の
「
瀦
気
」
、
2
の
「
深
気
」
は
と
も
に
「
（
空
中
の
）
大
気
」
 
 

の
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
文
例
で
は
、
「
大
気
（
の
）
 
圧
力
」
と
表
現
さ
 
 

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
約
め
た
「
気
圧
」
も
、
用
例
3
に
あ
る
よ
う
 
 

に
、
蘭
学
書
に
散
見
さ
れ
る
。
蘭
学
者
に
よ
る
和
製
漢
語
で
あ
る
。
 
 
 

「
物
体
な
ど
が
他
の
物
体
を
庄
す
力
」
を
表
す
物
理
学
用
語
の
「
圧
力
」
 
 

は
、
や
が
て
「
諸
種
の
事
柄
が
人
を
圧
迫
す
る
力
」
 
の
意
味
を
も
つ
よ
う
 
 

に
な
っ
て
い
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
基
に
し
て
考
え
れ
ば
、
本
来
の
意
味
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
（
後
に
触
れ
る
よ
う
に
英
語
p
r
e
s
s
u
r
e
の
場
合
も
 
 

同
じ
で
あ
る
）
、
訳
語
の
 
「
圧
力
」
と
い
う
漢
語
は
、
物
理
学
用
語
と
し
 
 

て
創
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
比
喩
に
基
づ
く
意
味
の
転
用
と
い
え
 
 

お  
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る
。
蘭
学
資
料
で
主
に
 
「
大
気
」
 
に
用
い
た
 
「
圧
力
」
は
、
「
人
間
社
会
」
 
 

の
 
「
圧
力
」
 
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
の
文
芸
 
 

作
品
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

ど
う
 

カ
ス
ト
ム
■
 

l
 
如
何
に
か
し
て
此
古
び
果
て
た
習
慣
の
圧
力
か
ら
脱
が
れ
て
、
驚
 
 

異
の
念
を
以
て
此
宇
宙
に
僻
仰
介
立
し
た
い
の
で
す
。
（
国
木
田
独
歩
 
 

「
牛
肉
と
馬
鈴
著
」
 
明
治
三
十
四
年
）
 
 
 

2
 
彼
は
念
然
と
し
て
此
矧
に
反
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
き
 
 

ま
い
た
。
（
平
出
修
「
逆
徒
」
 
大
正
二
年
）
 
 
 

3
 
丈
仰
の
こ
の
安
ら
か
な
心
も
ち
は
、
久
し
く
芭
蕉
の
人
格
的
な
風
 
 
 

刺
の
権
椿
に
、
空
し
く
屈
し
て
ゐ
た
彼
の
自
由
な
精
神
が
、
そ
の
本
 
 

J
 
 

来
の
力
を
以
て
、
漸
く
手
足
を
伸
ば
さ
う
と
す
る
、
解
放
の
尊
び
だ
 
 

っ
た
の
で
あ
る
。
（
芥
川
龍
之
介
「
枯
野
抄
」
 
大
正
七
年
）
 
 

用
例
1
と
3
の
 
「
圧
力
」
は
、
自
然
に
の
し
か
か
る
精
神
的
な
圧
迫
感
 
 

で
あ
る
。
そ
う
し
た
 
「
圧
力
」
は
、
相
手
の
存
在
、
態
度
、
行
為
、
思
想
 
 

な
ど
と
と
も
に
、
運
命
や
因
襲
、
制
度
や
、
更
に
は
建
造
物
と
い
っ
た
対
 
 

象
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
。
用
例
2
の
作
品
は
、
大
逆
事
件
の
裁
判
を
素
 
 

材
と
す
る
。
国
家
の
統
制
に
基
づ
く
迫
害
で
あ
る
。
制
圧
的
な
意
図
に
基
 
 

づ
く
「
圧
力
」
 
は
、
権
力
、
政
治
力
、
経
済
力
、
組
織
力
、
武
力
な
ど
を
 
 

バ
ッ
ク
と
し
、
個
人
に
対
し
て
も
、
団
体
に
対
し
て
も
、
ま
た
国
家
間
の
 
 

問
題
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
「
圧
力
を
か
け
る
・
加
え
る
」
 
 

と
い
う
旬
の
形
を
取
る
。
 
 
 

蘭
学
資
料
で
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
 
「
大
気
の
圧
力
」
 
の
形
で
用
い
 
 

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
約
め
た
「
気
圧
」
の
語
も
請
書
に
見
ら
れ
、
 
 

ま
た
、
高
い
圧
力
の
意
味
で
 
「
高
圧
」
 
の
語
も
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
 
 

て
い
る
。
 
 

・
蒸
気
ノ
張
力
 
（
中
略
）
 
大
気
ノ
圧
力
ニ
四
倍
半
ナ
ル
件
ハ
中
庄
ノ
蒸
 
 
 

気
卜
名
ヅ
ケ
又
コ
レ
ニ
越
ユ
ル
老
ヲ
矧
風
ノ
茶
気
卜
名
ヅ
ク
（
「
速
西
 
 

奇
器
述
」
第
一
輯
 
蒸
気
機
）
 
 

『
遠
西
奇
器
述
』
に
は
、
蒸
気
に
関
し
て
、
文
中
の
 
「
高
圧
」
 
「
中
庄
」
、
 
 

更
に
 
「
低
圧
」
と
と
も
に
 
「
圧
力
過
大
」
と
い
っ
た
表
現
も
見
ら
れ
る
。
 
 

こ
の
 
「
高
圧
」
 
の
語
は
、
自
然
科
学
用
語
と
し
て
、
後
に
電
圧
の
場
合
に
 
 

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
接
辞
の
 
「
的
」
を
伴
っ
て
「
高
圧
 
 

的
」
 
と
い
う
語
も
明
治
期
に
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
科
学
の
術
語
を
 
 

離
れ
て
、
相
手
を
威
圧
す
る
態
度
・
姿
勢
や
手
段
・
方
法
な
ど
を
表
す
一
 
 

般
用
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、
 
 

・
彼
ら
の
怨
恨
は
、
平
氏
の
常
に
執
り
来
れ
る
高
圧
的
手
段
に
よ
つ
 
 

て
、
更
に
万
尉
の
油
を
注
が
れ
た
る
を
や
。
（
芥
川
能
之
介
「
木
曽
 
 

義
仲
論
」
 
明
治
四
十
三
年
）
 
 

・
同
棲
し
て
半
ケ
月
も
た
ゝ
な
い
中
に
、
木
部
は
や
ゝ
も
す
る
と
高
圧
 
 
 

矧
に
菓
子
の
自
由
を
束
縛
す
る
や
う
な
態
度
を
取
る
や
う
に
な
つ
 
 

た
。
（
有
島
武
郎
「
或
る
女
」
前
編
ニ
ー
大
正
八
年
）
 
 

「
高
圧
」
以
外
に
も
、
現
在
「
的
」
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
「
鋭
角
、
 
 

刺
戟
、
消
極
、
衝
動
、
積
極
、
尖
鋭
、
惰
性
、
反
射
、
末
梢
、
有
機
」
な
 
 

T
l
）
 
 

ど
の
術
語
も
蘭
学
資
料
に
見
ら
れ
る
。
 
 

3   



中
国
で
は
、
「
圧
力
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 
 

物
理
学
上
の
術
語
と
し
て
、
『
六
合
叢
談
』
 
に
、
次
の
よ
う
な
使
用
例
が
 
 

あ
る
。
『
六
合
叢
談
』
は
、
十
九
世
紀
中
頃
、
ロ
ン
ド
ン
伝
導
会
に
よ
っ
 
 

て
、
上
海
で
出
版
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
 
 
 

・
蓋
地
質
自
地
面
至
地
中
、
矧
漸
重
。
（
第
二
号
「
地
理
」
地
球
形
 
 

勢
大
率
論
一
八
五
七
）
 
 

筆
者
は
、
『
英
国
志
』
『
地
理
全
志
』
な
ど
の
著
者
、
慕
維
廉
（
M
u
F
h
e
a
d
 
 

萄
i
l
－
i
P
m
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
た
し
て
、
来
華
宣
教
師
の
造
語
で
あ
る
の
 
 

か
、
日
本
蘭
学
資
料
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
 
 

精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
漢
語
大
詞
興
』
は
、
醇
福
成
の
『
出
使
四
国
 
 

日
記
』
光
緒
十
七
年
（
一
八
九
二
）
 
の
条
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
は
「
天
之
 
 

（
ソ
ニ
 
 

圧
力
」
と
あ
る
。
遅
れ
て
『
地
理
初
枕
』
 
（
一
九
〇
〇
）
 
に
「
圧
力
」
が
、
 
 

『
新
爾
雅
』
 
（
一
九
〇
三
）
 
に
は
、
「
大
気
之
圧
力
」
が
見
ら
れ
る
。
ピ
 
 

カ
ー
ド
（
H
．
P
i
c
胃
d
）
 
『
英
蘭
辞
典
』
 
（
一
八
五
七
）
は
、
p
r
e
s
s
弓
e
に
対
 
 

応
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
中
に
、
d
r
u
k
｝
d
r
u
臣
n
g
を
挙
げ
る
。
な
お
、
ロ
 
 

プ
シ
ャ
イ
ト
 
（
W
ど
b
s
c
b
e
i
d
）
 
の
 
『
英
華
字
興
』
 
（
一
八
六
六
－
六
九
）
 
 

に
は
、
p
r
e
s
s
u
r
の
訳
語
と
し
て
、
「
圧
電
之
力
」
「
庄
之
力
」
が
あ
る
が
、
 
 
 

「
圧
力
」
 
の
語
は
な
い
。
 
 
 

比
喩
的
な
転
義
に
関
し
て
は
、
『
漢
語
大
詞
典
』
及
び
『
現
代
漢
語
大
 
 

詞
典
』
は
、
『
威
逼
戎
制
伏
人
的
力
量
』
 
（
人
を
脅
し
ま
た
制
圧
す
る
力
）
 
 

と
記
し
、
老
舎
の
 
『
四
世
同
堂
』
 
（
一
九
四
四
）
 
の
次
の
文
例
を
挙
げ
る
。
 
 

・
老
二
看
大
帝
不
再
説
話
、
鞄
去
和
祖
父
淡
心
、
為
定
数
老
人
向
老
犬
 
 

用
一
点
圧
力
。
 
 

中
国
で
は
、
現
在
「
施
加
圧
力
」
 
（
圧
力
を
か
け
る
）
 
の
句
と
と
も
に
 
 

日
本
と
同
じ
く
「
経
済
圧
力
」
、
「
政
治
圧
力
」
と
い
っ
た
形
で
も
用
い
ら
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
比
喩
的
な
意
味
・
用
法
も
、
日
本
か
ら
流
人
し
た
 
 

可
能
性
が
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
英
語
の
p
r
e
s
s
u
r
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。
ヨ
岩
9
さ
註
 
 

内
星
野
討
b
叫
c
ぎ
喜
Q
（
O
E
D
）
は
、
「
精
神
的
に
人
を
威
圧
し
圧
迫
す
る
 
 

行
為
」
を
根
元
的
な
意
味
で
あ
る
と
記
し
、
そ
の
初
出
の
用
例
に
二
二
八
 
 

二
年
の
文
献
を
挙
げ
る
。
物
理
学
上
の
「
物
体
が
他
の
物
体
を
圧
す
力
」
 
 

つ
ま
り
「
圧
力
」
の
意
味
の
初
出
の
文
献
は
一
六
六
〇
年
で
あ
る
。
日
本
 
 

で
の
「
圧
力
」
は
、
専
門
用
語
（
術
語
）
 
の
訳
語
と
し
て
創
案
さ
れ
、
や
 
 

が
て
一
般
用
語
（
転
義
）
に
拡
大
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
英
語
p
r
e
s
s
u
r
e
 
 

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
d
r
u
臣
ロ
g
と
同
じ
く
一
般
用
語
（
原
義
）
を
専
門
用
 
 

語
に
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

結
 
晶
 
 

「
結
晶
」
 
の
 
「
晶
」
は
、
『
説
文
解
字
』
 
に
よ
る
と
「
ひ
か
り
」
 
の
意
味
 
 

を
表
し
 
（
熟
語
に
「
晶
光
」
な
ど
）
、
ま
た
、
鉱
石
の
名
前
、
特
に
水
晶
 
 

の
略
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
「
結
晶
」
と
い
う
二
字
漢
語
は
、
前
・
後
期
漢
訳
洋
書
を
 
 

含
む
、
中
国
の
諸
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
 
 

江
戸
後
期
の
蘭
学
関
係
の
資
料
に
は
、
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な
く
現
れ
る
。
和
 
 

製
漢
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
 

お  
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ま
ず
、
蘭
学
資
料
か
ら
、
用
例
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
。
 
 
 

（
マ
マ
）
 
 
1
 
水
銀
を
適
宜
の
滑
石
精
に
溶
し
冷
処
に
放
置
し
て
矧
晶
l
せ
し
め
、
 
 

（
中
略
）
夫
の
水
銀
の
観
劇
せ
ざ
る
余
波
を
加
へ
火
に
上
せ
て
水
気
 
 
 

を
蒸
散
し
前
法
の
ご
と
く
昇
聾
す
（
「
厚
生
新
締
」
六
十
一
巻
・
稚
 
 

集
・
水
銀
の
二
）
 
 
 

2
 
製
パ
ル
消
酸
碩
液
り
法
。
溶
ン
碩
ヲ
消
酸
一
・
石
煮
テ
而
令
ン
メ
矧
副
七
。
取
手
 
 
 

T
分
∵
溶
コ
化
ス
千
綿
水
四
分
。
。
（
「
植
学
啓
原
」
巻
三
・
粘
準
 
 

ゼ
ウ
リ
ウ
ス
ノ
1
 
 
 

3
 
氷
は
水
の
結
晶
す
る
者
、
宜
し
く
此
れ
を
以
て
本
質
と
為
す
べ
 
 

し
。
（
「
窮
理
通
」
巻
三
・
地
球
第
四
下
）
 
 
 

4
 
之
ヲ
混
レ
バ
尽
ク
溶
解
ス
、
冷
レ
バ
復
凝
テ
端
整
ノ
晶
ヲ
結
ブ
、
 
 
 

之
ヲ
物
ノ
矧
副
ス
ル
諭
例
ト
ス
。
（
「
舎
密
閉
宗
」
内
・
巻
三
・
五
十
 
 

二
車
）
 
 
 

5
 
観
劇
炭
酸
加
里
ノ
水
分
ハ
天
然
ノ
矧
副
水
ニ
メ
其
体
秦
ノ
固
形
ナ
 
 

リ
 
（
同
右
 
内
・
巻
一
二
二
章
）
 
 
 

6
 
水
の
極
微
相
集
ま
り
凝
固
す
る
者
、
之
れ
を
氷
と
謂
ふ
。
（
中
略
）
 
 
 

亦
水
の
観
劇
に
外
な
ら
ぎ
る
な
り
。
（
「
理
学
提
要
」
巻
三
・
水
）
 
 
 

7
 
若
シ
甚
ダ
多
量
ノ
滴
汁
ヲ
徐
々
二
冷
定
ス
レ
バ
観
劇
巨
大
ニ
シ
テ
 
 
 

ブ
」
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
用
例
5
の
よ
う
な
複
合
名
詞
は
、
 
 

整
斉
ノ
六
面
柱
ヲ
生
ズ
 
（
「
那
踊
硝
石
篇
」
巻
上
・
硝
子
晶
形
）
 
 

用
例
2
の
 
『
植
学
西
原
』
 
に
は
、
「
結
晶
ス
」
以
外
に
、
動
賓
構
造
と
 
 

し
て
「
結
レ
晶
」
と
返
り
点
を
付
す
箇
所
（
巻
三
・
粘
・
粘
糖
な
ど
）
が
 
 

あ
り
、
『
舎
密
閉
宗
』
 
の
用
例
内
に
も
、
「
結
晶
ス
」
と
と
も
に
「
晶
ヲ
結
 
 
 

他
書
に
も
多
数
見
ら
れ
る
。
「
結
晶
（
ヌ
ル
）
」
の
原
語
は
、
『
舎
密
閉
宗
』
 
 

の
場
合
、
賢
s
邑
－
打
数
訂
E
s
e
r
e
n
で
あ
る
。
『
訳
鍵
』
は
、
打
数
邑
に
「
水
 
 

晶
。
水
晶
様
ノ
硝
子
。
」
 
と
記
す
。
水
晶
に
代
表
さ
れ
る
規
則
正
し
く
配
 
 

列
さ
れ
た
形
 
（
晶
形
）
 
に
凝
結
す
る
こ
と
か
ら
「
結
晶
」
 
の
訳
語
を
創
案
 
 

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

幕
末
・
明
治
初
期
に
至
り
、
洋
学
の
中
心
は
英
学
に
移
行
す
る
。
幕
末
 
 

の
 
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
 
（
文
久
二
年
）
 
は
、
蘭
学
の
訳
語
を
継
承
し
、
 
 

と
あ
り
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
費
』
 
（
明
治
六
年
）
 
は
、
c
r
y
s
邑
許
註
○
ロ
 
 

に
「
結
晶
、
結
晶
体
」
 
の
訳
語
を
付
す
。
（
な
お
、
ヘ
ボ
ン
 
『
和
英
語
林
 
 

集
成
』
 
は
、
三
版
に
至
っ
て
 
「
和
英
之
部
」
 
に
 
「
結
晶
」
と
 
「
結
晶
ス
 
 

ル
」
、
「
結
晶
物
」
が
現
れ
る
。
）
 
 
 

遅
れ
て
宴
円
海
』
 
（
明
治
二
十
四
年
）
は
、
「
け
つ
し
や
う
（
結
晶
〓
に
、
 
 

化
学
、
金
石
学
ノ
語
l
「
金
石
類
ノ
晶
形
ヲ
ナ
ス
「
。
 
 

と
し
、
こ
の
後
に
、
晶
形
の
説
明
を
詳
し
く
記
す
。
た
だ
し
、
以
下
に
述
 
 

べ
る
比
喩
的
な
転
義
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

「
緯
晶
」
 
の
語
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
晶
」
の
字
が
本
来
、
光
・
 
 

輝
き
と
と
も
に
、
水
晶
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
訂
i
s
邑
の
訳
語
と
し
 
 

て
、
晶
形
に
規
則
正
し
く
結
ば
れ
る
こ
と
、
ま
た
結
ば
れ
た
固
体
そ
の
も
 
 

の
を
表
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
や
が
て
人
間
の
活
動
・
営
み
に
か
か
わ
 
 

り
、
多
く
の
場
合
、
優
れ
た
形
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
 
 

C
r
y
s
邑
許
e
 
 

C
r
y
s
邑
許
a
許
ロ
 
 結
晶
ス
ル
 
 

結
晶
物
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と
な
っ
た
。
化
学
用
語
と
し
て
の
物
体
の
「
結
晶
」
か
ら
、
人
の
営
み
の
 
 

凝
結
・
集
積
に
よ
る
成
果
・
所
産
を
表
す
比
喩
的
な
転
用
で
あ
る
。
そ
の
 
 

発
生
の
時
期
は
、
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
明
治
二
十
代
以
後
の
文
学
作
 
 

品
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
 
 

1
 
独
り
見
て
独
り
悦
び
毀
誉
を
外
に
し
て
優
然
た
る
は
 
（
或
少
数
を
 
 
 

除
き
）
定
自
負
の
骨
頂
に
て
見
得
の
矧
劇
せ
る
姿
な
る
べ
し
。
（
坪
 
 
 

内
遭
遇
「
春
逆
屋
漫
筆
」
壱
円
紙
幣
の
履
歴
ば
な
し
 
明
治
二
十
四
 
 

年
）
 
 
 

2
 
彼
の
詩
が
い
か
に
異
人
の
裏
情
よ
り
結
晶
し
た
る
も
の
か
を
窺
ふ
 
 

に
足
ら
む
。
（
小
島
雨
水
の
文
 
（
横
瀬
夜
雨
「
花
守
」
序
）
 
明
治
三
 
 

十
八
年
）
 
 

す
こ
ぷ
 
 
 

3
 
悲
哀
は
分
類
結
矧
副
し
て
、
頗
る
静
寧
の
姿
を
得
た
る
も
、
な
は
、
 
 

を
り
ふ
し
は
憤
怒
の
激
発
に
迅
雷
の
轟
然
た
る
を
聞
く
。
（
上
田
敏
 
 

「
海
潮
音
」
 
ル
コ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
リ
イ
ル
評
 
明
治
三
十
八
草
）
 
 
 

4
 
人
の
血
、
人
の
肉
、
人
の
罪
が
矧
劃
し
て
馬
、
串
、
汽
車
の
中
に
 
 

取
り
残
さ
れ
た
る
は
倫
敦
塔
で
あ
る
。
（
夏
日
漱
石
「
倫
敦
塔
」
 
明
 
 

治
三
十
八
年
）
 
 

調
査
し
た
範
囲
で
は
、
他
の
用
例
を
含
め
、
明
治
期
に
は
、
動
詞
と
し
 
 

て
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
名
詞
形
は
や
や
遅
れ
て
現
れ
る
よ
う
で
 
 

あ
る
。
結
晶
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
愛
の
結
晶
」
 
「
努
力
の
結
晶
」
 
 

「
汗
の
結
晶
」
 
（
汗
は
苦
労
・
努
力
の
比
喩
）
 
の
よ
う
に
、
人
に
か
か
わ
 
 

る
抽
象
的
な
事
柄
で
あ
り
、
文
学
作
品
な
ど
か
ら
は
、
ほ
か
に
兵
心
、
慈
 
 

し
み
、
善
、
思
い
、
思
索
、
冥
想
、
祈
り
、
苦
し
み
、
不
安
、
嘘
、
反
感
、
 
 

疑
惑
、
恨
み
、
怒
り
、
悪
、
悲
惨
、
才
知
、
意
欲
、
努
力
、
創
造
、
研
究
 
 

‥
‥
等
々
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
結
晶
」
 
し
た
結
果
・
所
産
は
具
体
 
 

物
が
多
い
が
、
抽
象
的
な
事
柄
の
こ
と
も
あ
る
。
本
義
の
 
「
結
晶
」
が
す
 
 

べ
て
具
体
物
（
鉱
物
）
 
で
あ
る
こ
と
と
異
な
る
。
 
 
 

話
は
そ
れ
る
が
、
漱
石
は
、
用
例
4
の
 
『
倫
敦
塔
』
以
外
に
も
、
『
草
 
 

枕
』
 
『
そ
れ
か
ら
』
 
な
ど
で
一
般
用
語
と
し
て
 
「
結
晶
」
 
の
語
を
用
い
て
 
 

い
る
。
い
っ
た
い
に
漱
石
の
作
品
に
は
、
「
圧
力
、
凝
結
、
焦
点
（
焼
点
）
、
 
 

蒸
発
、
惰
性
、
抵
抗
、
爆
発
、
反
響
、
飽
和
、
摩
搾
」
な
ど
、
自
然
科
学
 
 

の
術
語
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
鴎
外
は
医
学
を
専
門
と
し
自
 
 

然
科
学
に
造
詣
が
深
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
学
作
品
に
は
、
本
義
で
も
 
 

転
義
で
も
自
然
科
学
用
語
の
使
用
が
少
な
い
。
 
 
 

中
国
で
は
、
現
在
「
結
晶
」
 
の
語
は
、
自
然
科
学
用
語
と
し
て
用
い
ら
 
 

れ
る
と
と
も
に
、
日
本
と
同
様
の
比
喩
的
な
転
義
も
表
す
。
 
 
 

ま
ず
、
十
九
世
紀
の
英
華
辞
書
類
で
は
、
c
r
y
s
邑
｝
C
r
y
s
訂
E
N
e
の
訳
 
 

語
と
し
て
、
モ
リ
ソ
ン
 
『
五
車
韻
府
』
 
（
一
八
一
九
1
二
〇
）
、
メ
ド
ハ
ー
 
 

ス
ト
 
『
英
預
字
典
』
 
（
一
八
四
七
！
四
八
）
 
に
は
、
「
結
晶
」
 
は
見
ら
れ
な
 
 

い
。
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
 
『
英
華
字
典
』
 
〓
八
六
六
璽
六
九
）
 
に
、
「
結
晶
」
 
 

の
語
が
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

C
r
y
s
邑
の
項
の
t
O
賢
ヨ
C
r
y
S
邑
s
 
観
劇
 
 
 

C
r
y
s
邑
許
e
 
矧
劇
 
凝
晶
 
使
矧
劇
 
 
 

C
r
y
s
邑
許
a
許
n
 
結
晶
者
 
凝
晶
者
 
 

こ
の
 
「
結
晶
」
 
の
訳
語
は
、
以
後
の
英
華
辞
書
現
に
、
主
要
な
訳
語
と
 
 

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
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日
本
の
蘭
学
資
料
に
お
い
て
は
、
結
晶
の
語
は
『
厚
生
新
編
』
 
（
一
八
一
 
 

一
1
三
九
）
、
『
速
西
医
方
名
物
考
』
 
（
一
八
二
二
1
二
五
）
な
ど
に
用
い
ら
 
 

れ
て
い
る
。
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
 
『
英
華
字
典
』
に
半
世
紀
ほ
ど
先
立
つ
。
蘭
 
 

学
資
料
の
語
を
多
く
受
け
継
ぐ
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
は
、
c
r
y
s
邑
許
e
 
 

に
「
結
晶
ス
ル
」
、
c
r
y
s
邑
－
i
N
a
ぎ
n
に
「
結
晶
物
」
の
訳
語
を
付
す
。
ロ
 
 

プ
シ
ャ
イ
ト
 
『
英
華
字
典
』
 
の
 
「
結
晶
」
は
、
こ
れ
ら
と
何
ら
か
の
か
か
 
 

わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

比
喩
的
な
転
義
に
関
し
て
触
れ
る
。
『
辞
源
』
 
〓
九
一
五
）
は
「
結
晶
」
 
 

に
「
鉱
物
学
用
語
」
と
し
、
そ
の
意
味
だ
け
を
記
す
が
、
『
現
代
語
辞
典
』
 
 
 

（
一
九
三
三
）
 
は
鉱
物
学
の
意
味
を
説
明
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
転
義
を
 
 

示
し
て
い
る
。
 
 

転
為
精
心
創
造
結
果
。
如
愛
惜
的
結
晶
、
美
的
結
晶
。
（
「
精
心
」
は
 
 

「
心
を
こ
め
て
」
 
の
意
）
 
 

『
漢
語
大
詞
典
』
は
、
「
比
喩
珍
貴
的
成
果
」
 
の
 
「
結
晶
」
 
の
用
例
に
、
 
 

支
青
（
一
九
一
〇
－
一
九
六
七
）
の
詩
の
一
節
「
労
働
創
造
的
矧
劇
」
と
、
 
 

王
朝
聞
（
一
九
〇
八
－
二
〇
〇
四
）
の
論
文
中
の
「
想
像
与
思
考
的
矧
劇
」
 
 

を
挙
げ
る
。
 
 
 

「
結
晶
」
 
の
語
は
、
蘭
学
者
の
造
語
で
あ
り
、
中
国
で
は
、
自
然
科
学
 
 

上
の
本
義
と
と
も
に
比
喩
的
な
転
義
も
、
日
本
か
ら
取
り
入
れ
た
可
能
性
 
 

が
残
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
英
語
C
r
y
s
邑
許
e
に
つ
い
て
、
当
岩
D
温
5
〓
茸
乳
監
 
 

b
叫
c
ぎ
式
日
の
厨
．
（
帥
望
r
a
牙
e
の
略
。
「
比
喩
的
な
転
義
」
の
意
）
の
項
 
 

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
J
♂
a
s
s
u
m
e
a
d
e
帥
n
i
t
e
O
r
C
昌
C
r
e
t
e
許
r
m
．
（
明
 
 

確
な
ま
た
具
体
的
な
形
を
と
る
）
。
そ
の
初
出
に
一
八
一
六
年
の
文
献
の
 
 

文
例
を
挙
げ
る
。
 
 

蒸
 
発
 
 

「
蒸
発
」
と
い
う
語
は
、
日
本
の
蘭
学
関
係
の
書
物
に
諸
所
に
見
ら
れ
 
 

る
。
複
合
語
の
 
「
蒸
発
気
」
も
含
め
、
最
初
に
一
八
五
〇
年
代
ま
で
の
資
 
 

料
の
中
か
ら
、
で
き
る
だ
け
異
な
る
著
訳
者
の
用
例
を
列
挙
す
る
。
 
 

1
 
寒
涼
ナ
ル
外
気
。
人
身
ヨ
リ
暗
こ
矧
矧
ス
ル
ノ
一
物
ヲ
閉
塞
ス
ル
 
 

カ
故
ニ
。
体
中
二
在
テ
無
用
ナ
ル
老
廃
ノ
剰
液
。
洩
除
ス
ル
コ
ト
ラ
 
 
 

得
ス
シ
テ
鬱
蓄
シ
。
…
・
 
（
「
西
説
内
科
撰
要
」
巻
四
・
五
十
五
章
）
 
 
 

2
 
酷
腐
液
ノ
肺
二
侵
刺
メ
発
ス
ル
欺
琳
或
ハ
蒸
発
気
塗
過
メ
発
ス
ル
 
 
 

欺
二
用
ヒ
テ
発
汗
ノ
効
ア
リ
 
（
「
速
西
医
方
名
物
考
」
巻
こ
 
 
 

3
 
地
球
よ
り
常
に
矧
矧
す
る
所
の
気
あ
り
。
こ
れ
を
訪
気
と
云
ふ
。
 
 
 

即
ち
水
気
な
り
。
（
「
遠
西
観
象
図
説
」
中
・
地
球
）
 
 
 

4
 
白
菜
之
葉
。
有
レ
戯
如
レ
敷
‥
ヵ
粉
。
即
臓
之
自
1
然
。
矧
矧
ス
ル
也
。
（
「
植
 
 

学
啓
原
」
巻
三
・
撼
・
虫
白
蟻
）
 
 
 

5
 
此
瓦
斯
ハ
 
（
中
略
）
機
性
体
ノ
腐
敗
ヨ
リ
矧
矧
シ
戎
ハ
煤
坑
ノ
内
 
 

ウ
ニ
ア
ナ
 
 
 

マ
、
 
 
 

ニ
生
シ
テ
坑
夫
ノ
提
灯
二
伝
焼
シ
間
生
霊
ヲ
損
フ
「
ア
リ
 
（
「
舎
密
 
 

閉
宗
」
内
・
巻
四
・
八
十
三
章
）
 
 
 

6
 
我
が
体
の
気
孔
よ
り
常
に
水
を
矧
矧
す
る
こ
と
は
手
を
鏡
に
揺
す
 
 
 

れ
ば
其
面
曇
翳
す
る
を
以
て
見
る
ぺ
し
 
（
「
気
海
観
潮
広
義
」
巻
二
・
 
 

気
孔
）
 
 
 

7
 
蒸
気
機
ト
ハ
矧
矧
セ
ル
水
ノ
張
力
ヲ
以
テ
運
動
ス
ル
者
ニ
シ
テ
舟
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串
ヲ
行
り
水
ヲ
汲
ミ
 
（
中
略
）
以
テ
人
力
ヲ
省
ク
 
（
「
遠
西
奇
器
述
」
 
 
 

一
掃
・
蒸
気
機
）
 
 
 

8
 
土
の
淋
液
の
み
を
煮
れ
ば
水
気
粛
発
l
す
る
こ
と
萱
て
遅
く
灰
に
和
 
 
 

し
て
後
は
水
量
の
減
ず
る
こ
と
速
や
か
な
り
（
「
翫
硝
石
篇
」
下
編
・
 
 

付
録
）
 
 

用
例
の
内
容
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
人
体
、
蝋
、
機
性
体
（
有
機
物
 
 

質
の
こ
と
）
な
ど
の
固
体
か
ら
気
体
が
発
生
す
る
（
現
在
い
う
「
昇
華
」
 
 

に
あ
た
る
）
場
合
と
、
酷
贋
液
、
水
、
淋
液
な
ど
の
液
体
が
気
化
す
る
場
 
 

合
と
が
あ
る
。
特
に
用
例
7
と
8
の
 
「
蒸
発
」
は
、
自
然
現
象
と
し
て
の
 
 

発
生
で
は
な
く
、
人
為
的
な
加
熱
に
よ
っ
て
液
体
が
気
化
す
る
現
象
で
あ
 
 

る
。
蘭
学
書
に
広
く
定
着
し
た
語
で
あ
る
。
 
 
 

用
例
2
の
 
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
 
の
「
蒸
発
」
に
あ
た
る
原
語
は
 
 

u
i
［
す
a
a
育
m
i
n
g
で
、
ま
た
、
用
例
5
の
『
舎
密
閉
宗
』
の
原
語
は
 
 

u
i
t
d
a
m
p
i
ロ
g
で
あ
る
。
『
和
蘭
字
彙
』
は
、
両
語
を
一
緒
に
掲
げ
、
「
蒸
気
 
 

ノ
タ
ツ
事
又
蒸
発
サ
ス
ル
事
」
と
記
し
て
い
る
。
「
蒸
発
」
と
い
う
語
は
、
 
 

江
戸
時
代
中
期
、
蘭
学
資
料
で
訳
語
と
し
て
創
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
 
 

ラ
ン
ダ
語
の
両
語
は
、
英
語
の
e
畠
p
O
r
a
許
ロ
に
相
当
す
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
 
『
厚
生
新
編
』
 
『
舎
密
閉
宗
』
 
に
は
、
 
 

蒸
発
気
と
と
も
に
蒸
気
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
蒸
気
」
と
い
う
 
 

語
は
、
「
蒸
発
気
」
が
短
縮
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
 
 

が
わ
く
。
し
か
し
、
「
蒸
気
」
の
語
は
、
古
く
漢
籍
に
見
ら
れ
る
。
関
連
 
 

し
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
『
漢
語
大
詞
典
』
と
 
『
大
漢
和
辞
典
』
は
、
 
 

と
も
に
、
前
漢
の
 
『
推
南
子
』
 
の
用
例
を
載
せ
る
。
 
 
 

定
故
草
木
之
発
若
蒸
気
、
禽
獣
之
帰
若
流
泉
。
（
主
術
訓
）
 
 

他
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
見
出
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
自
然
現
象
と
し
て
 
 

発
生
し
た
気
体
を
い
う
。
 
 

寒
気
空
外
擁
 
矧
矧
沼
沢
浮
（
越
王
貞
「
奉
和
聖
制
過
温
湯
」
）
 
 

日
本
で
も
同
様
の
例
は
、
室
町
時
代
の
文
献
に
、
 
 

山
沢
蒸
l
矧
ハ
樺
霧
ノ
気
也
。
（
「
大
成
和
抄
」
）
 
 
 

T
エ
 
 

と
あ
る
。
沼
沢
な
ど
に
立
ち
込
め
る
水
蒸
気
で
あ
る
。
 
 
 

先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
蒸
発
」
と
い
う
語
は
、
中
国
及
び
日
本
の
古
文
 
 

献
に
見
出
し
得
な
い
が
、
「
蒸
気
」
は
、
古
い
中
国
製
の
漢
語
で
あ
る
。
 
 

「
蒸
発
気
」
か
ら
「
蒸
気
」
が
生
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
蒸
気
」
は
「
蒸
 
 

発
」
よ
り
は
る
か
に
早
い
時
代
に
成
立
し
た
語
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
『
厚
生
新
編
』
は
、
「
蒸
気
」
 
の
原
語
の
一
つ
に
「
ダ
ム
プ
」
を
 
 

挙
げ
る
（
「
蒸
気
」
の
項
）
。
『
和
蘭
字
菜
』
に
は
「
d
巴
層
蒸
気
」
と
あ
る
。
 
 

ま
た
 
『
遠
西
奇
器
述
』
 
で
は
、
s
t
0
0
m
を
「
蒸
気
」
と
訳
出
し
て
い
る
 
 

（
「
蒸
気
機
」
の
項
）
。
s
t
0
0
m
は
、
英
語
の
s
t
e
巴
n
に
あ
た
る
。
中
国
で
 
 

も
日
本
の
室
町
期
で
も
、
「
蒸
気
」
は
専
ら
沼
沢
や
草
木
な
ど
か
ら
発
生
 
 

す
る
自
然
現
象
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蘭
学
書
で
は
、
人
為
的
な
加
熱
に
 
 

よ
っ
て
生
じ
る
「
蒸
気
」
を
も
表
す
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
題
の
 
「
蒸
発
」
に
関
連
し
て
、
「
蒸
気
」
 
の
語
の
概
略
に
触
れ
た
。
 
 

再
び
「
蒸
発
」
の
語
に
戻
る
。
幕
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
西
洋
諸
 
 

8   



学
問
の
受
容
の
中
心
は
蘭
学
か
ら
英
学
に
移
行
す
る
。
蘭
学
畜
で
用
い
ら
 
 

れ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
訳
語
は
、
そ
の
ま
ま
英
語
の
訳
語
と
し
て
 
 

使
用
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
「
蒸
発
」
も
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
 
（
文
久
二
年
）
 
は
、
e
く
眉
O
r
a
t
e
－
e
く
a
p
O
r
a
許
ロ
 
 

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
蒸
発
サ
セ
ル
 
（
コ
ト
）
」
と
あ
り
、
『
附
音
挿
図
英
和
字
 
 

桑
』
 
（
明
治
六
年
）
 
に
も
「
蒸
発
 
（
ス
ル
）
」
が
見
ら
れ
る
。
な
お
 
『
和
英
 
 

語
林
集
成
』
 
（
英
和
之
部
）
 
で
は
、
三
版
（
明
治
十
九
年
）
 
に
至
っ
て
「
蒸
 
 

発
す
る
」
 
（
原
文
は
ロ
ー
マ
字
）
 
が
現
れ
る
。
 
 
 

明
治
初
年
に
は
、
科
学
関
係
以
外
の
書
物
に
も
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
 
 

て
い
る
。
「
蒸
発
」
と
「
蒸
発
気
」
 
の
例
を
〟
例
ず
つ
挙
げ
る
。
 
 
 

・
文
明
開
化
ノ
人
民
ハ
ヨ
ク
浴
渇
シ
テ
皮
膚
ノ
矧
矧
ヲ
促
シ
以
テ
衛
生
 
 

ノ
法
ヲ
守
レ
托
不
文
ノ
日
本
人
ハ
則
チ
此
理
ヲ
細
ラ
ズ
ト
 
（
福
沢
諭
 
 

吉
「
学
問
ノ
ス
、
メ
」
十
五
締
 
明
治
五
年
）
 
 

か
く
 
 
 

し
カ
 
 
 

・
其
乾
き
し
水
の
行
衛
は
如
何
な
り
し
や
尋
ぬ
る
に
 
（
中
略
）
 
斯
昼
夜
 
 

L
か
し
カ
 
 

な
づ
 
 

た
へ
ま
 
 

断
間
な
く
む
し
の
ぼ
る
水
気
を
名
け
て
粛
矧
気
と
い
ふ
云
云
。
（
仮
名
 
 

垣
魯
文
「
附
鯛
胡
瓜
遣
」
初
締
二
血
 
明
治
五
年
）
 
 

自
然
科
学
用
語
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
蒸
発
」
 
の
語
も
や
 
 

が
て
比
喩
的
な
意
味
が
生
ま
れ
る
。
明
治
時
代
後
半
の
文
学
作
品
か
ら
 
 

二
、
三
の
例
を
挙
げ
る
。
 
 

l
 
お
浦
は
居
ぬ
、
全
く
粛
矧
で
も
し
て
丁
つ
た
か
と
云
ふ
ほ
ど
に
お
 
 

浦
其
の
者
が
な
く
な
つ
た
。
跡
方
も
な
く
消
え
る
と
は
此
の
事
だ
ら
 
 

う
。
（
黒
岩
涙
香
「
幽
霊
塔
」
三
十
一
回
 
明
治
三
十
二
－
三
十
三
 
 

年
）
 
 
 

2
 
何
時
の
間
に
か
錆
櫨
に
投
げ
込
ま
れ
、
相
場
の
中
に
融
け
て
し
ま
 
 
 

っ
て
、
－
－
実
際
僕
は
此
の
ま
ま
粛
矧
し
て
丁
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
 
 

か
。
（
徳
富
庶
花
「
思
出
の
記
」
一
（
〓
て
一
四
 
明
治
三
十
三
－
三
 
 

十
四
年
）
 
 
 

3
 
実
に
い
い
天
気
だ
。
「
人
間
の
心
が
矧
矧
し
て
顧
に
な
り
さ
う
な
日
 
 
 

だ
ね
…
」
 
（
寺
田
寮
彦
「
団
栗
」
 
明
治
三
十
八
年
）
 
 

4
 
赤
毛
布
と
並
ん
で
歩
き
出
し
た
時
、
も
う
先
刻
の
つ
ま
ら
な
い
考
 
 
 

さ
J
ヰ
】
 
 

へ
が
矧
矧
し
て
ゐ
た
…
・
（
夏
日
漱
石
「
坑
夫
」
 
明
治
四
十
一
年
）
 
 
 

5
 
田
口
か
ら
引
き
受
け
た
こ
の
宵
の
仕
事
に
対
す
る
自
分
の
興
味
 
 
 

が
、
す
で
に
三
分
の
一
ば
か
り
矧
矧
し
た
や
う
な
失
望
を
感
じ
た
。
 
 

（
夏
目
漱
石
「
彼
岸
過
迄
」
 
明
治
四
十
五
年
）
 
 

自
然
科
学
用
語
と
し
て
の
 
「
蒸
発
」
は
、
主
に
液
体
が
表
面
で
気
体
に
 
 

な
る
現
象
で
あ
る
。
気
体
は
や
が
て
拡
散
し
て
消
え
失
せ
る
。
用
例
の
主
 
 

語
は
順
に
そ
れ
ぞ
れ
、
お
浦
、
僕
、
心
、
考
え
、
興
味
で
あ
る
が
、
や
は
 
 

り
そ
れ
ら
が
「
消
え
去
る
、
消
滅
す
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
用
例
3
、
 
 

4
、
5
の
 
「
心
、
考
へ
、
興
味
」
は
抽
象
的
な
「
こ
と
が
ら
」
 
で
あ
り
、
 
 

漱
石
の
作
品
に
は
、
他
に
も
「
勇
気
、
胆
力
、
沈
着
」
 
（
「
吾
輩
は
猫
で
あ
 
 

る
」
）
、
「
精
気
」
 
（
「
草
枕
」
）
 
の
例
が
あ
る
。
そ
の
後
の
異
な
る
作
家
の
作
 
 

品
を
中
心
に
用
例
を
挙
げ
る
と
、
憂
愁
、
期
待
、
憤
怒
、
分
別
、
記
憶
、
 
 

疑
問
、
迷
い
、
才
能
、
時
間
、
覇
気
‥
‥
等
々
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

用
例
1
と
2
の
「
蒸
発
」
の
主
語
は
「
ひ
と
」
 
で
あ
る
。
用
例
1
は
 
 

「
蒸
発
で
も
し
て
了
つ
た
か
と
云
ふ
ほ
ど
に
」
と
あ
る
よ
う
に
多
分
に
直
 
 

る
つ
ぼ
 
 

喩
的
な
表
現
と
い
え
る
。
ま
た
、
用
例
2
は
前
文
に
錆
櫨
や
相
場
と
い
う
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語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
来
の
化
学
上
の
「
蒸
発
」
か
ら
抜
け
切
っ
て
 
 

い
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
が
 
「
跡
方
も
な
く
消
え
る
」
 
（
用
例
 
 

1
）
、
「
融
け
て
し
ま
」
う
 
（
用
例
2
）
 
こ
と
を
表
す
「
蒸
発
」
は
、
現
在
 
 

日
常
の
会
話
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
「
蒸
発
」
と
の
 
 

つ
な
が
り
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

・
青
江
が
矧
矧
し
た
こ
と
は
、
初
め
家
族
も
信
じ
な
か
っ
た
。
（
曽
野
 
 

綾
子
「
一
枚
の
写
真
」
）
 
 

・
夫
は
矧
矧
し
た
時
、
金
を
数
千
円
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
（
筒
 
 

井
康
隆
「
君
発
ち
て
」
）
 
 

「
蒸
発
」
と
と
も
に
、
液
体
の
変
化
現
象
を
表
す
自
然
科
学
用
語
に
「
沸
 
 

T
ユ
 
 

騰
」
が
あ
る
。
こ
の
語
は
古
く
漢
籍
に
見
ら
れ
る
が
、
蘭
学
資
料
で
は
、
 
 

液
体
に
気
泡
が
生
じ
 
（
多
く
は
ご
ぼ
ご
ぼ
と
音
を
立
て
）
 
激
し
く
煮
え
立
 
 

つ
意
味
を
表
す
。
そ
れ
に
対
し
て
 
「
蒸
発
」
は
、
「
液
体
が
表
面
で
気
化
 
 

す
る
現
象
」
 
で
あ
る
。
お
お
む
ね
音
も
な
く
静
か
に
進
行
す
る
。
そ
し
て
 
 

液
体
は
い
つ
の
間
に
か
消
え
去
っ
て
い
る
。
 
 
 

人
が
不
意
に
姿
を
消
す
、
ひ
そ
か
に
行
方
を
く
ら
ま
す
「
失
綜
」
「
家
 
 

出
」
と
い
う
状
態
や
行
為
を
、
液
体
の
 
「
蒸
発
」
 
の
現
象
に
み
た
て
な
ぞ
 
 

ら
え
る
。
別
次
元
の
自
然
現
象
と
人
間
の
行
為
・
状
態
と
を
連
想
に
よ
っ
 
 

て
結
び
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

中
国
で
は
、
日
本
製
漢
語
の
 
「
蒸
発
」
と
い
う
語
は
ど
の
よ
う
に
用
い
 
 

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

『
近
現
代
漢
語
新
詞
詞
源
詞
典
』
は
、
「
液
体
表
面
緩
慢
地
転
化
成
気
体
。
 
 

英
e
遥
p
O
r
a
t
e
」
と
記
し
、
『
清
議
報
』
三
 
（
一
九
〇
〇
）
 
の
文
例
を
挙
げ
 
 る

。
『
清
議
報
』
は
、
戊
戊
の
政
変
で
失
脚
し
日
本
に
亡
命
し
た
梁
啓
超
 
 

が
、
東
京
で
創
刊
し
た
稚
誌
で
あ
る
。
本
国
で
特
に
知
識
青
年
層
の
間
で
 
 

愛
読
さ
れ
た
。
『
新
爾
雅
』
 
二
九
〇
三
）
 
に
も
科
学
用
語
と
し
て
の
「
蒸
 
 

発
」
が
見
え
る
 
（
釈
格
致
・
熱
学
）
。
 
 
 

中
国
で
は
、
最
近
に
至
る
ま
で
「
蒸
発
」
を
「
人
が
突
如
消
え
去
る
」
 
 

と
い
う
意
味
に
は
用
い
ず
、
諸
辞
書
も
そ
の
意
味
を
載
せ
て
い
な
い
。
と
 
 

こ
ろ
が
、
近
年
、
日
本
と
同
様
の
比
喩
的
な
意
味
に
も
用
い
て
い
る
。
そ
 
 

丁
エ
 
 

の
発
生
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
噴
と
さ
れ
る
。
更
に
、
韓
国
語
で
も
、
「
蒸
 
 

発
」
 
に
相
当
す
る
苦
せ
が
、
現
在
同
じ
意
味
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

英
語
の
e
く
a
p
O
r
a
t
e
は
、
「
蒸
発
す
る
」
と
と
も
に
、
「
消
滅
す
る
」
と
 
 

い
う
意
味
を
併
せ
持
つ
∵
謬
岩
音
邑
智
官
許
9
註
宰
3
は
、
厨
」
比
 
 

喩
的
な
転
義
）
の
項
に
、
物
事
が
「
霧
の
よ
う
に
消
え
去
る
」
と
あ
る
（
初
 
 

出
例
は
一
六
三
一
年
）
。
更
に
人
に
関
し
て
、
譜
誠
的
に
冒
u
m
O
r
O
u
S
－
y
）
「
行
 
 

方
不
明
に
な
る
。
視
界
か
ら
消
え
存
在
が
な
く
な
る
」
と
記
し
て
い
る
。
 
 

そ
の
初
出
例
は
一
七
二
七
年
の
文
献
で
あ
る
。
日
本
で
 
「
蒸
発
」
 
に
、
こ
 
 

う
し
た
転
義
が
生
じ
る
の
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
 
 

明
治
三
十
年
 
〓
八
九
七
年
）
 
代
で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

蘭
学
者
の
創
案
し
た
自
然
科
学
用
語
で
転
義
を
も
つ
も
の
の
う
ち
、
本
 
 

稿
で
は
、
圧
力
、
結
晶
、
蒸
発
の
三
語
に
し
ぼ
っ
て
、
主
に
用
例
の
紹
介
 
 

と
、
意
味
転
用
の
概
略
に
つ
い
て
触
れ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
同
類
 
 

の
語
は
他
に
も
多
い
。
個
々
の
語
に
関
し
て
、
本
義
と
転
義
の
成
立
の
過
 
 

程
・
時
期
な
ど
の
調
査
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
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ほ
と
ん
ど
の
転
義
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
日
常
の
人
間
生
活
に
お
け
る
 
 

事
象
－
行
為
や
感
情
、
性
質
、
心
理
な
ど
を
表
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
 
 

間
の
、
特
に
感
情
や
心
理
は
、
自
然
科
学
の
世
界
と
は
無
縁
で
、
対
極
に
 
 

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
焦
似
共
通
す
る
特
質
を
も
つ
 
 

自
然
現
象
を
連
想
し
、
な
ぞ
ら
え
重
ね
合
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
自
然
科
学
 
 

上
の
術
語
は
、
連
想
作
用
に
よ
っ
て
別
の
世
界
 
（
主
に
人
間
生
活
）
 
の
事
 
 

象
を
説
明
形
容
す
る
も
の
と
し
て
一
般
用
語
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
異
 
 

質
の
分
野
の
語
で
あ
り
な
が
ら
、
人
間
の
心
理
、
性
情
、
行
為
な
ど
が
、
 
 

む
し
ろ
端
的
に
ま
た
鮮
明
に
浮
き
ぼ
り
さ
れ
る
。
 
 
 

自
然
科
学
の
用
語
に
限
ら
ず
、
日
本
で
は
西
洋
近
代
の
諸
分
野
の
訳
語
 
 

に
、
預
籍
中
の
類
似
概
念
の
語
を
用
い
、
ま
た
滞
訳
洋
書
の
用
語
を
取
り
 
 

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
日
本
で
創
案
さ
れ
た
訳
語
は
、
中
国
に
流
 
 

出
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か
も
、
特
に
自
然
科
学
用
語
 
 

に
は
本
義
か
ら
派
生
し
た
意
味
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
 
 

稿
で
扱
っ
た
三
語
を
含
め
、
広
く
該
当
の
語
に
関
し
て
、
日
中
の
語
草
交
 
 

渉
の
面
か
ら
精
査
す
る
こ
と
も
当
面
の
課
題
で
あ
る
。
 
 
 

更
に
、
個
々
の
自
然
科
学
用
語
に
つ
い
て
、
他
言
語
に
お
け
る
転
義
と
 
 

の
比
較
・
対
照
が
求
め
ら
れ
る
。
江
戸
期
に
造
出
さ
れ
た
自
然
科
学
用
語
 
 

は
、
そ
の
転
義
が
お
お
む
ね
明
治
期
に
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
 
 

期
、
諸
面
に
わ
た
る
先
進
の
文
化
・
文
明
の
摂
取
・
受
容
は
、
第
一
に
英
 
 

語
の
著
作
を
通
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
さ
し
ず
め
英
語
と
 
 

の
比
較
・
対
照
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
他
言
語
に
日
本
と
同
一
の
転
義
が
 
 

あ
る
場
合
、
発
生
時
期
の
確
認
と
と
も
に
、
そ
れ
は
別
個
に
発
生
し
た
の
 
 

か
、
そ
れ
と
も
相
互
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
も
つ
の
か
と
い
う
点
の
考
 
 

察
が
含
ま
れ
る
。
 
 

資
料
・
参
考
文
献
 
 

・
便
宜
上
、
蘭
学
資
料
、
中
国
苔
、
日
本
書
に
分
け
た
。
 
 

・
主
要
な
も
の
に
し
ぼ
り
、
出
版
社
名
な
ど
は
簡
略
に
従
っ
た
。
 
 

・
本
稿
で
は
、
〔
 
〕
内
の
書
物
に
拠
っ
た
。
 
 

蘭
学
資
料
 
 

志
筑
忠
雄
訳
『
暦
象
新
吉
忘
一
八
〔
〕
二
成
稿
〔
日
本
古
典
科
学
全
酋
〕
 
 

宇
田
川
榛
斎
述
F
西
説
医
範
授
綱
釈
義
」
一
八
〇
五
 
〔
青
史
社
・
「
西
説
医
範
提
綱
釈
義
 
 

附
拾
過
内
象
図
」
〕
 
 

宇
田
川
玄
随
訳
『
西
説
内
科
撰
要
－
一
七
九
三
－
一
八
一
〇
〔
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
 
 

叢
書
「
宇
田
川
玄
随
集
Ⅰ
Ⅱ
」
〕
 
 

藤
林
普
山
編
著
『
訳
鍵
』
一
八
一
〇
〔
青
史
杜
・
「
訳
鍵
・
附
蘭
学
遥
」
〕
 
 
 

（
ヮ
エ
 
 

こ
れ
ら
の
語
の
中
に
は
、
現
在
と
意
味
の
ず
れ
や
異
な
り
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
 
 

例
え
ば
、
消
極
・
相
棒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
電
気
や
磁
気
の
陰
極
・
陽
極
の
意
味
を
表
 
 

し
た
。
 
 

荒
川
摘
発
『
近
代
日
中
学
術
用
語
の
形
成
と
伝
播
 
地
理
学
用
語
を
中
心
に
』
 
 

二
六
五
頁
を
参
照
。
王
健
祖
が
イ
ギ
リ
ス
入
費
達
徳
（
英
語
名
不
明
）
の
地
理
裔
 
 

を
翻
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
 
 

『
蹄
代
別
国
語
大
辞
典
』
 
「
室
町
時
代
揃
三
」
 
（
三
省
堂
）
 
に
よ
る
。
 
 

中
国
最
古
の
詩
集
『
詩
経
』
 
に
、
「
百
川
洲
騰
 
山
革
畢
朋
」
 
（
小
雅
）
 
と
あ
る
。
 
 

た
だ
し
 
「
水
が
勢
い
よ
く
湧
き
上
が
る
」
意
味
を
表
し
た
。
 
 

陳
凧
秋
「
〝
蒸
発
″
的
非
本
義
用
法
」
 
（
「
語
文
建
設
」
8
期
）
 
二
「
〓
二
り
血
、
彪
広
 
 

隆
「
従
漢
語
的
新
調
語
肴
日
語
調
額
的
影
響
・
之
三
！
説
〝
茶
発
″
」
 
（
「
日
本
学
 
 

研
究
1
2
」
）
 
二
〇
〇
二
 
に
よ
る
。
後
者
に
「
保
守
地
説
、
〝
蒸
発
″
派
生
義
的
 
 

塵
生
不
会
早
干
二
十
世
紀
九
十
年
代
末
」
と
あ
る
。
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馬
場
左
十
郎
稲
・
奥
平
昌
高
踊
『
蘭
語
訳
撰
』
一
八
一
〇
 
 

吉
雄
俊
蔵
訳
『
遠
西
観
象
図
説
】
一
八
二
三
 
〔
日
本
思
想
史
大
系
「
洋
学
下
」
〕
 
 

宇
田
川
榛
斎
著
・
宇
田
川
栢
竜
校
禰
「
遠
西
医
方
名
物
考
』
一
八
二
二
－
二
五
〔
滋
賀
医
 
 
 

科
大
学
蔵
本
〕
 
 

着
地
林
宋
訳
著
『
気
海
観
瀾
」
一
八
二
七
〔
日
本
科
学
古
典
叢
苫
〕
 
 

宇
田
川
榛
斎
著
・
宇
田
川
梅
毒
校
補
『
速
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
一
八
三
四
〔
滋
賀
医
科
 
 
 

大
学
蔵
本
〕
 
 

宇
田
川
楕
奄
著
『
植
学
啓
原
』
一
八
三
四
〔
講
談
社
÷
植
学
啓
原
 
宇
田
川
桔
奄
 
復
 
 

刻
と
現
代
語
訳
・
注
」
〕
 
 

帆
足
万
里
著
「
窮
理
通
』
一
八
l
ニ
六
成
稿
〔
日
本
科
学
古
典
全
讃
〕
 
 

大
槻
玄
沢
・
馬
場
左
十
郎
・
宇
田
川
玄
寅
等
共
訳
『
厚
生
新
編
』
 
山
八
一
一
－
三
九
頃
 
 

〔
恒
和
出
版
復
刻
本
〕
 
 

稗
田
成
卿
・
杉
田
立
脚
・
箕
作
阪
南
等
訳
『
海
上
砲
術
全
書
』
一
八
四
三
成
稲
 
 

宇
田
川
梅
毒
訳
者
『
舎
密
閉
宗
』
一
八
三
七
－
四
七
〔
講
談
社
・
「
舎
密
閉
宗
研
究
」
〕
 
 

広
瀬
元
恭
著
『
理
学
提
要
』
一
八
五
二
成
稿
〔
日
本
科
学
古
典
全
書
〕
 
 

川
本
宰
民
著
詔
超
西
杏
器
述
』
一
八
五
四
〔
江
戸
科
学
古
典
草
書
〕
 
 

伊
藤
圭
介
訳
読
椙
硝
石
箱
』
一
八
五
四
〔
江
戸
科
学
古
典
叢
書
〕
 
 

H
・
ピ
カ
ー
ド
 
ゝ
≧
ぎ
こ
ざ
罫
乳
b
を
旨
更
5
≡
さ
旨
こ
茸
旦
監
岩
垂
こ
ぎ
溶
．
訂
虞
属
領
 
 
 

一
八
五
七
〔
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
〕
 
 

川
本
事
民
著
「
気
海
観
瀾
広
義
』
一
八
五
一
－
五
八
 
〔
江
戸
科
学
古
典
叢
書
〕
 
 

桂
川
甫
周
編
著
r
和
蘭
字
柴
』
一
八
五
五
1
五
八
 
〔
早
稲
田
大
学
出
版
部
復
刻
本
〕
 
 

中
国
書
 
 

張
玉
香
・
陳
廷
敬
等
編
『
碑
文
韻
府
』
一
七
一
一
成
稿
 
 

R
・
モ
リ
ソ
ン
 
寧
9
註
茎
書
芸
⊇
訂
n
買
戻
こ
打
電
長
橋
 
八
一
五
1
二
三
 
 

W
・
H
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
 
酔
温
監
畠
已
D
ぎ
義
こ
ざ
落
責
3
一
八
四
七
－
四
八
 
 
 

「
退
避
貫
珍
』
一
八
五
三
－
五
六
 
〔
松
浦
章
・
内
田
慶
市
・
沈
国
威
「
遅
滞
貫
珍
の
研
 
 

究
」
〕
 
 
 

コ
ハ
合
黄
談
」
一
八
五
七
－
五
八
 
〔
沈
国
威
「
六
合
叢
談
の
学
際
的
研
究
」
〕
 
 

W
・
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
【
英
準
字
典
山
一
八
六
六
1
六
九
 
 

「
新
開
雅
』
一
九
〇
三
 
〔
沈
国
威
「
新
爾
雅
と
そ
の
語
柴
」
〕
 
 

『
預
譜
大
詞
典
山
一
九
八
六
 
漢
語
大
詞
典
出
版
社
 
 

「
現
代
漢
語
大
詞
典
」
 
二
〇
〇
〇
 
漢
語
大
詞
典
出
版
社
 
 

『
近
現
代
漢
語
祈
詞
詞
源
詞
典
－
二
〇
〇
一
報
語
大
詞
典
出
版
社
 
 

日
本
書
 
 

日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
物
理
化
学
史
』
一
九
六
四
 
日
本
学
術
振
興
会
 
 

斎
藤
静
著
『
日
本
語
に
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
影
響
』
一
九
六
七
 
篠
崎
書
林
 
 

永
嶋
大
典
著
『
蘭
和
・
英
和
辞
書
発
達
史
】
一
九
七
〇
 
講
談
社
 
 

杉
本
つ
と
む
著
前
W
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
Ⅱ
山
一
九
七
七
 
早
稲
闘
大
学
出
版
部
 
 

佐
藤
官
署
「
近
世
語
費
の
歴
史
的
研
究
山
一
九
八
〇
 
桜
楓
社
 
 

松
井
利
彦
「
幕
末
瀬
語
の
意
味
」
 
（
『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
 
1
6
）
一
九
八
一
 
 

渇
浅
茂
放
「
蘭
学
資
料
の
輩
襲
！
⊥
舎
密
閉
宗
】
の
用
語
を
中
心
と
し
て
」
 
（
「
講
座
日
 
 

本
語
の
語
費
』
 
5
）
一
九
八
二
 
明
治
書
院
 
 

高
野
繁
男
「
蘭
学
資
料
の
語
柴
－
「
訳
鍵
】
の
語
柴
に
つ
い
て
－
」
（
『
講
座
日
本
語
学
h
 
 

5
）
一
九
八
二
 
明
治
書
院
 
 

佐
藤
亨
著
『
近
世
語
彙
の
研
究
山
一
九
八
三
 
桜
楓
社
 
 

沈
国
威
著
『
近
代
日
中
語
柴
交
流
史
」
一
九
九
四
 
笠
間
書
院
 
 

荒
川
滴
秀
著
「
近
代
日
中
学
術
用
語
の
形
成
と
伝
播
」
一
九
九
七
 
白
帝
杜
 
 

彬
本
つ
と
む
著
「
近
代
日
本
語
の
成
立
と
発
展
』
一
九
九
八
 
八
板
書
帯
 
 

杉
本
つ
と
む
著
r
西
欧
文
化
受
容
の
諸
相
」
一
九
九
九
 
八
坂
書
房
 
 

陳
力
衛
著
「
和
製
瀬
語
の
形
成
と
そ
の
展
開
】
 
二
〇
〇
一
汲
古
香
院
 
 

未
京
悼
著
『
近
代
日
中
新
語
の
創
出
と
交
流
－
人
文
科
学
と
自
然
科
学
の
専
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